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  徳島県博物館協議会は、 徳島県内の博物館施設が相互協力して

博物館活動の振興をはかるため、 平成 8 年 2 月 27 日に設立され

ました。 本年度 1 館が新しく加入し、 現在は 50 館で

組織しています。 各加盟館の情報は、 WEB 上では

「徳島県博物館マップ」 からご覧になれます。

 徳島県博物館協議会ニュース № 56　　  　　　　　　
　　                　　　　　平成 29 年 12 月１日 発行
      編集・発行者
　   　〒 770-8070
　       徳島市八万町向寺山   　徳島県立博物館内 
                 徳島県博物館協議会事務局
  　     TEL. 088-668-3636   FAX. 088-668-7197

http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/tokuhakukyo/map/default.htm

研修会開催 

 情報コーナー
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貝の資料館　モラスコむぎ

　  　  〒 775-0005 海部郡牟岐町大字灘字下浜辺 198-1
 　　    　　　     　　  　　　　　　  　☎ 0884-72-2520

　昭和 63 年木造建築の振興と木材の需要の拡大を目的
として建てられたモデル建造物モラスコむぎ。
　玄関を入った時のほのかな木の香りと貝の展示館特有の
落ち着いた雰囲気で心が和み、さらに、ホールから太平洋
が一望できるこの景観は、時間を忘れさせてくれます。不
思議な雰囲気を持った資料館です。
　ぜひ一度お越し下さい。

癒しの場　モラスコむぎ

徳島県立文学書道館

　　　　　　〒 770-0807　徳島市中前川町 2 丁目 22-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-625-7485

 情報コーナー

文学特別展 「髙村薫の見た空海」 開催のお知らせ

　  　〒 779-0111　板野郡板野町那東字キビガ谷 45-22
　　  　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088-672-7111

 徳島県立あすたむらんど徳島
子ども科学館
冬のイベントのご紹介

○特別企画 「乗り物でノリノリ」

　    開催日：12 月 28 日 ( 木 ) ～ 2 月 25 日 ( 日 )
　    紹介文：冬の季節に暖かい屋内で遊ぼう！
　    会    場：子ども科学館　特別展示室
　    時    間：9:30 ～ 16:30
　　参加費：常設展示の観覧券が必要
○ファミリーサイエンス教室 「ソーラーカーをつくろう」

　    開催日：1 月 14 日 ( 日 )
　　紹介文：ソーラーカーをつくって自然エネルギーに
　　　　　　ついて学ぼう！
　　会　場：子ども科学館　多目的ホール
　　時　間：13:30 ～ 15:00
　　対　象：小・中学生を含むご家族
　　定　員：10 家族
　　参加費：無料
　　電話申込期間：1 月 6 日（土）～ 1 月 8 日（月）
　　抽選・結果発表：1 月 9 日（火）午前中に
　　　　　　　　　   当選者のみ電話にてご連絡。

  徳島県立文学書道館では 12 月 16 日より 2 月 8 日まで
文学特別展「髙村薫の見た空海」を開催します。
　四国霊場 88 カ所の遍路をはじめ、弘法大師・空海は
今なお多くの人々の心の拠り所になっています。日本を
代表する作家の髙村薫さん（1953 年―）は、2013 年か
ら約 2 年がかりで高野山や徳島県内の札所など日本各地
を訪ね、空海の実像を探りました。空海の偉大さに出会
い、驚きの連続だったという旅の思索ドキュメントは共
同通信から配信され、徳島新聞などに連載された後、15
年に単行本『空海』( 新潮社 ) として刊行されました。
　本展では、同書をもとに、取材時の写真や参考資料、
高野山や 23 番札所薬王寺所蔵の空海ゆかりの品々を展
示し、髙村さんが捉えた空海の実像を紹介します。

12月16日（土）～ 2月8日（木）
2017年　　　　　　　　　  　              2018年

高野山を歩く作家の髙村薫

言の葉ミュージアム　徳島県立文学書道館 〒770-0807 徳島市中前川町 2丁目 22-1 　Tel. 088-625-7485   Fax. 088-625-7540   
ホームページ http://www.bungakushodo.jp   E-mail  kotonoha@bungakushodo.jp
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◆関連イベント

　・髙村薫講演会「21世紀の空海」　
　　12月 17日（日）　14：00～ 15：30
　　※申込必要・先着 200人

beyond プログラム認証事業

※（　）内は 20 人以上の団体割引料金。小・中・高校生は土・日・祝日・冬休み
期間中無料。高齢者（65歳以上）と各障がい者手帳をお持ちの方は半額。

主催　　　徳島県立文学書道館
後援　　　徳島新聞社・NHK徳島放送局・四国放送
特別協力　高野山真言宗総本山金剛峯寺
　　　　　（公財）高野山文化財保存会
　　　　　新潮社・共同通信社　

◆観覧料　　一般  510 円 （400円）/ 高校・大学生  350 円 （280円）/
　　　　　　小・中学生  250 円 （200円）

※講演会に手話通訳をご希望の方は、３週間前までに当館までご連絡
ください。観覧に際しては、「座面高可変型車いす（介助式）」も用意
しておりますので、ご希望の方はお申し出ください。

◆開館時間　９：30～ 17：00
◆休館日　　月曜日 （ただし１月８日は開館、９日休館）
　　　　　　年末年始 （12月 28日～１月４日）

　  ・朗読会「髙村薫『空海』を読む」
　　    １月 13日（土）　14：00～ 15：00
　　    ※聴講は申込不要
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交通アクセス （JR 徳島駅から）

◆徒歩　約 15 分　
　

◆バス　
　

　

　　

◆タクシー・自動車　約 5分
　

◆駐車場
　

高野山で取材する髙村薫

修行中、空海の口に明星が飛び込んできたという逸話を描いた
「版本高野大師行状図画」巻第一（高野山宝寿院蔵）

空海が修行したとされる 21 番札所太龍寺（阿南市加茂町）近くの
舎心ヶ嶽も髙村は訪ねた

　空海（弘法大師）筆「聾瞽指帰」下巻巻末
（高野山金剛峯寺蔵、複製展示）

髙村薫講演会（12 月 17 日）の
申込方法

はがき・Fax・メールのいずれかに「髙
村薫講演会希望」と明記の上、郵便
番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号を記入し、表面の宛て先ま
でお申し込みください。
当館１階受付でも申し込めます。

髙村薫著『空海』（新潮社）

よ

JR 徳島駅西側のポッポ街を抜けて右折。踏切と
助任川を越え、３つめの信号交差点を右折して約
300m。徳島中学校東隣。

[ 徳島市営バス ]　
７番乗り場「川内循環線（右回り）」に乗車。「吉
野本町２丁目」で下車し、徒歩で約５分。

国道 192 号線、藍場町交差点を北進。助任川を
越え、４つめの信号を右折して約 300ｍ。

当館北側にあります（43 台、大型バス２台）。

[ 徳島バス ]
２番乗り場「前川経由」に乗車。「吉野本町２丁目」
で下車し、徒歩で約５分。

○徳島の伝統芸能 「阿波人形浄瑠璃芝居」 傾城阿波の

    鳴門　順礼歌の段を、毎日 11:00 ～と 14:00 ～（約 30 分間）

　  の 2 回上演しています。

○第１９回徳島県民文化祭分野別フェスティバル

　　「阿波人形浄瑠璃　子どもから大人まで」

　　日   時：12 月 9 日（土）、10 日（日）
　　　　    　両日とも 9:45 ～ 15:00 ごろまで
　　入館料：大人 410 円、高 ･ 大学生 300 円、
　　　　　　小 ･ 中学生 200 円
　　場    所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
○阿波じょうるり鑑賞会

   太夫 : 吉本藍玉、 三味線 : 竹本友和嘉

　   日    時：12 月 17 日（日）13:00 ～ 13:40 ごろ
　   入場料：大人 410 円、高 ･ 大学生 300 円、
　　   　　　小 ･ 中学生 200 円
　   場    所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷　母屋
○クリスマス　セッション　※詳細未定
　   日   時（予定）：12 月 23 日（土）
　   入館料：大人 410 円、高 ･ 大学生 300 円、
　　　   　　小 ･ 中学生 200 円
　   場    所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
○和の空間でいけばな

       講    師：草月流　新田陛嘉

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

　　　     　　〒 771-0114　徳島市川内町宮島本浦 184
　　　　　     　　　　　　　　　　　☎ 088-665-2202

阿波人形浄瑠璃芝居

　平成 29 年度の研修会を 11 月 8 日、徳島県立佐
那河内いきものふれあいの里ネイチャーセンターで
行いました。
　当センターの概要やこれまでの活動を紹介していた
だき、その後、展示案内をしていただきました。
　10 館 17 名の参加をいただき、深まりのある研修
となりました。今後ともよろしくお願いいたします。

○大鳴門橋架橋記念館エディは、 平成 29 年 11 月 10 日～

　　 来春までリニューアル工事のため、 閉館いたします。

　   皆さまに、ご迷惑をおかけいたしますが「360°4K シ       
   アター」や「デジタルアート」などの体験型展示物を新た
      に設置予定です！
　   新しいエディを楽しみに待っていて下さい♪
       なお、リニューアルオープン日時が決定した時点で公
    式 HP 等で皆さまにお知らせいたします。
○渦の道は通常営業しています

    「迎春イベント」 1 月 1 日～橋の上から初日の出を見よう～

　   AM6:30 開館
      （温かい飲み物を用意してお待ちしています♪）

※詳しくはホームページをご覧下さい。

大鳴門橋架橋記念館

　　　　   　　 〒 772-0053     鳴門市鳴門町鳴門公園内　　
　　　　　　   　　　　　　　　　　 ☎ 088-687-1330　

記念館エディからの大切なお知らせ

at 徳島県立佐那河内いきものふれあいの里

 情報コーナー

　   日    時：12 月 28 日（木）13:30 ～ 16:00 ごろまで
　   入館料：1,000 円、お花代：1,200 円
　   場    所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷　母屋
○阿波十郎兵衛屋敷のえびす祭り （第２回）

　   日    時：1 月 6 日（土）、7 日（日）時間未定
　   入館料：大人 410 円、高 ･ 大学生 300 円、
　　　　   　小 ･ 中学生 200 円
       場    所：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
○阿波じょうるり鑑賞会　出演者は未定
　　日時（予定）：各月 1 回　13:00 ～ 13:40
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考古学チョコ

徳島市立考古資料館
「みて、 ふれて、 つくって、 古代ロマンあふれる館」 へどうぞ

　　  　 〒 779-3127　徳島市国府町西矢野字奥谷 10-1
　　　　　　　　　　　　　   　　　 ☎ 088-637-2526  

 情報コーナー

○冬季企画展　「徳島市の遺跡Ⅳ　徳島城下町跡」

　　会期：平成 30 年 1 月 23 日 ( 火 ) ～ 3 月 25 日 ( 日 )
　　　　　開館日数 53 日
　　内容：特別企画展に連動し，城下町から出土した考
　　　　　考古資料及び関連資料を展示します。
○冬季企画展記念講演会

   　開催日時：平成 30 年 2 月 24 日（土）14:00 ～ 16:00
   　開催場所：徳島市立考古資料館研修室
   　演　　題：「徳島城下町跡の発掘調査」（仮題）
   　講　　師：徳島市教育委員会社会教育課
　　　　　　　担当課長補佐兼文化財係長　勝浦 康守 氏
○冬季企画展関連ワークショップ 「泥めんこづくり」

　　開催日時：平成 30 年 2 月 18 日（日）13:00 ～ 16:00
　　開催場所：徳島市立考古資料館研修室ほか
　　募集人員：小学生以上 ( 小学生は保護者同伴 ) 25 名
　　内　　容：面型に粘土を詰め素焼きにして制作します。
○とくしま好古楽倶楽部

    　開催場所：徳島市立考古資料館研修室ほか
　　募集人員：小学生以上 ( 小学生は保護者同伴 ) 30 人
　「竹かごをつくってみよう」

       日時：平成 30 年 1 月 14 日（日）13:00 ～ 16:00
　「考古学チョコレートをつくってみよう」

　　日時：平成 30 年 2 月 10 日（土）・11 日（日）
　　　　　13:00 ～ 16:00

松茂町歴史民俗資料館
人形浄瑠璃芝居資料館

イベントのお知らせ

◯企画展 「浮世絵にみる人形浄瑠璃の世界」 開催中

　　歌川派の絵師が人形浄瑠璃の演目をテーマに描いた浮
　世絵を展示しています。
　　会　期：12 月 17（日）まで
　　時　間：9:00 ～ 17:00
 　　　　  　（木曜日は 21:00 まで開館、最終日は 15:00 まで )
　　休館日：12 月 4 日、11 日
◯まつしげ人形劇フェスティバル 2017 〈冬の部〉 開催

　   今年も、まつしげ人形劇フェスティバルを開催します。
　12 月   9 日（土）14:00 ～　会場：松茂町立図書館
　　　人形劇トロッコ「きかんしゃ　よしつね号」
　12 月 10 日（日）11:00 ～　会場：松茂町立図書館
　　　人形劇トロッコ「きかんしゃ　よしつね号」
　12 月 16 日（土）14:00 ～　会場：松茂町歴史民俗資料館
　　　人形浄瑠璃ふれあい座「傾城阿波の鳴門　順礼歌の
           段・十郎兵衛住家の段」
　12 月 17 日（日）11:00 ～ 11:40/14:00 ～ 14:40
　                                               会場：松茂町立図書館
　　　 影絵劇団はなほな「あわの影絵えまき 2017」
　※ 12 月 9 日、10 日、17 日の上演は、資料館窓口にて
        入場整理券を配布します。
    　 詳細は、資料館までお問い合わせください。
◯人形浄瑠璃定期公演

　   1 月から 3 月の定期公演の日程は、以下のとおりです。     
       ぜひご来場ください。
　　1 月 20 日、2 月 17 日、3 月 17 日　　14:00 ～
　　　 　　〒 771-0220　板野郡松茂町広島四番越 11-1
 　　　　　　　  　　　　　　　　 　  ☎ 088-699-5995    

　阿波藍の栽培と加工の全プロセスを理解できる紙人形、
藍染めの伝統的な着物や古布、藍の現代作品、藍の流通
関係史料、各種農具類、藍商関係の経営史料の展示。
　昔ながらの本藍染めが体験できるコーナーも大変にぎ
わっております。

　   　  　〒 771-1212    板野郡藍住町徳命字前須西 172
　　　  　　　　　　　　　　  　　　☎ 088-692-6317 　

藍住町歴史館「藍の館」
阿波藍の文化と歴史

Ｊパワー&よんでんWaンダーランド

　　　　　　  〒 779-1620  　阿南市復井町舟橋 1 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0884-34-3251

　○ 「Wa ンダーサンタと じゃんけんぽん！」

　　日時：12 月 23 日（土・祝）　15:00 ～
　　対象 ： 一般来園者（年齢制限無し）
    　内容：Wa ンダーサンタとじゃんけんして勝った
　　　　　らプレゼント、負けても残念賞があるよ。
　　　　　　※ 1 人 1 回。なくなり次第終了。
　　＊お問い合わせ：お電話（0884-34-3251）または
　　　直接スタッフまでお問い合わ せ下さい。

平成２９年１２月の催し物案内 （参加無料）

上板町立歴史民俗資料館

　　        〒 771-1310　板野郡上板町泉谷字原中筋 8-1
 　　  　　　　   　　　　　　　　　☎ 088-694-5688　

  当館では、7 月 22 日 ( 土 ) から７月 30 日 ( 日 ) にかけ
て、特別展「昭和のかみいた展－東京オリンピックの頃－」
を開催しま した。
  この展示は、2020 年の東京五輪開催を機に、前回五輪
の頃の上板町の社会状況を振り返る目的で行いました。
　展示のテーマを生活・社会状況、学校教育など４つに
分け、当館所蔵資料など 66 点を展示しました。主に赤色
公衆電話や トランジスタラジオ、カラーテレビなど当時
の生活に使われたもの、1972 年に廃止された旧国鉄鍛冶
屋原線の乗車切符や、同年に開催されたミュンヘンオリ
ンピックに出場した陸上女子走り高跳び代表の稲岡美千
代氏の参加証や表彰状を展示しました。
  ところで、特別展「藍の歴史」を、12 月中に開催いた
しますので、是非 当館へお立ち寄りください。

特別展 「昭和のかみいた展 - 東京オリンピックの頃 -」

「昭和のかみいた展－東京オリンピックの頃－」

 妖怪屋敷と石の博物館 （道の駅大歩危）

すだちくんふわふわドームがやって来ます！

設置予定期間：2017 年 12 月頃～ 2 月末日
営業時間：9:00 ～ 17:00
休 館 日 ：12 ～ 2 月末日の間は火曜休館
　　　　　（火曜祝日のさいは翌日休館）
　＊ふわふわドームのご利用は小学生の方までです。
　＊料金や設置日など詳しくは道の駅大歩危のホーム
　　ページにてご案内いたしますので、そちらをご確
　　認ください。

　   　　　  　　〒 779-5452    三好郡山城町上名 1553-1
　　　　　　　　　　　　　　  　　　☎ 0883-84-1489 

○サンデーイベント

   毎月第３日曜日開催 ： 参加無料

　　対象  ：  小学生低学年 対象
　　時間：① 11:00 ～　② 14:00 ～
　　　　　（作製時間 30 分から 60 分程度）
 　　定員：各 20 名（先着受付順）
 　　内容：12 月開催は、以下の通りです。

　12 月 17 日 （日） 「スノードームを作ろう」

 　　好きな飾り付けをして自分だけのスノードー ムを
　 作ろう。
       （準備物 ： 200ml くらいのフ タ付きのガラスびん）
　＊申込方法：お電話（0884-34-3251）または
　　直接スタッフまでお問い合わ せ下さい。

※各イベントの詳細等については、当園へお電話
    （0884-34-3251）いただくか、当園 HP（http://
     www.jy-wonderland.jp) にてご確認下さい。

　平成 28 ～ 29 年度の 2 年間、徳島県立博物館が四国地
区博物館協議会の会長館及び日本博物館協会四国支部の支
部長館を務めています。四国地区博物館協議会への加盟館

（園）は平成 29 年度現在 76 館（園）（内徳島県は 23 館（園））
で、四国各県の博物館、美術館、資料館、科学館、動物園
等が加盟しています。年 1 回の総会、研修等を実施してい
て、四国地区の各館園間での情報交換や交流の機会を得ら
れますし、博物館界の全国的動向に関する情報収集が可能
です。また、同協議会ではホームページ（http://4hakukyo.
com）を運営し、さまざまな情報発信をしています。
　徳島県博物館協議会加盟館（園）の中でも四国地区博物
館協議会には未加盟の館（園）があります。ぜひ加盟して、
県域を越えた幅広い交流のきっかけにしてみてください。
加盟その他に関するお問い合わせは、四国地区博物館協議
会事務局（徳島県立博物館内）（☎ 088-668-3636）まで。

「四国地区博物館協議会」 紹介

　当園は、電源開発㈱と四国電力㈱の橘湾石炭火力発電
所の対岸に位置する体験型施設です。
　屋内の展示コーナーでは、さまざまな「ふしぎ」に好
奇心がふくらみ、発見する喜びを味わえます。
　また、屋外には Wa ンダーグラウンドをはじめ、趣向
をこらした遊具などが広がり、元気に体を動かしたり、
ゆったりとリフレッシュできます。




